
  
 
 
 
 
  

 

自分で考え、自分の責任のもと判断し、行動すること 

校長 金子 健一 

 

 １１月８日は土曜公開日でした。学習指導要領にある「社会に開かれた教育課程」を踏まえ、

公開の範囲を保護者の皆様、未就学児童の御家族、地域の方々としました。年に一度の開催と

なりますが、次年度以降も続けてまいりたいと考えております。 

また、同日午後にＰＴＡ及びＰＥＳ（ぽんちゃん イベント サポーター）の皆様により開

催されたぽんぽこまつりでは、創意工夫をこらした子どもたちのお店やステージでの発表があ

りました。参加した皆様、企画、運営、準備等をされた皆様、お疲れ様でした。 

現在の学校の教育活動や世の中の流れとして、デジタルの世界で疑似体験をすることが増え

ましたが、日常生活や教育活動において、実際に子どもたちが五感を駆使し、自分で考え、自

分の責任のもと判断し、行動することは、非認知能力を育む貴重な体験であり、大人になるた

めに必ず身に付けるべき力であると考えます。 

さて、少し先の話ですが、終業式では、年末年始の過ごし方についてお話します。この冬季

休業も夏季休業同様、子どもたちに宿題を出します。 

① ３つの「あ」 安全 挨拶 ありがとう の実践をすること 

② 家族の一員として、お手伝いをすること 

③ 地域の一員として、地域の行事に参加すること（餅つき、新年の行事など） 

④ 規則正しい生活を送ること（生活のリズムをくずさない） 

さらに年末年始にはもう一つ追加します。 

⑤ お金の使い方について（家族でお小遣いをいくら使うか決めておく） 

御家庭の状況に合わせ、可能な限り取り組めるよう、保護者の皆様には御理解御協力をお願

いいたします。 

新年のあいさつを家族ぐるみ、地域ぐるみで取り組むことで、防犯面安全面での向上につな

がる効果もあると思われます。この点についても子どもたちへ話したいと考えております。 

最後に、年末までしばらくありますが皆様へ。 

今年一年、東大成小学校が大変お世話になりました。ありがとうございました。よいお年を

お迎えください。 
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